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ペットの健康情報サイト、健康管理アプリの企画制作、ペット用品の販売を行うベンチャー、株式会社

Fanimal（ファニマル）[本社：東京都文京区、代表取締役会長 谷田大輔/代表取締役社長 漆原秀一]は、

2017 年 6 月にペットの健康にまつわる様々な調査・研究を行う機関、Fanimal（ファニマル）総研を設

立いたしました。 

このたび、その調査第 1 弾として、犬を飼っている 20 代・30 代の男女を対象に「ライフスタイルの

変化に関する調査」を実施いたしました。 

 

【調査背景】 

Fanimal 総研は、これまで「人の健康」を考えてきた、健康機器メーカー、タニタの前・会長、谷田

大輔が設立した株式会社 Fanimal が運営する、「ペットの健康」にまつわる調査・研究機関です。 

このたびの第 1 弾調査では、ペットと暮らすことが飼い主の生活に及ぼす影響を探るべく、最もメジ

ャーなペットである「犬」を飼っている人を対象に、犬を飼うことによるライフスタイルの変化を調査

いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査概要】 

１．調査の方法： WEB アンケート方式で実施 

２．調査の対象： 現在犬を飼っており、主体的に世話をしている 20 代・30 代の男女（全国） 

３．有効回答数： 400 人（世代 ✕ 性別 各 100 人ずつ） 

４．調査実施日： 2017 年 5 月 25 日～5 月 29 日 

 

 

9 割の人が「犬を飼うことで生活や価値観が変化した」と回答 

【調査リリース】犬を飼っている 20 代・30 代の男女に聞いた 

ライフスタイルの変化に関する調査 

「犬を通して新しい友達ができた」人は全体の 48.3％。犬をきっかけに恋人ができた人も！ 

Q. 犬を「飼う前」と「飼った後」で 
生活や価値観は変化しましたか？ 

Q. 犬を飼い始めてからコミュニケーションに
関してどのような変化がありましたか？ 

【犬を通して新しい友だちができた】 

【調査結果サマリー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①9 割の人が「犬を飼うことで生活や価値観が変化した」と回答。 

②6 割近くの人が犬を飼ってから早寝早起きの生活に。平均で平日は 30 分、休日は 41 分早起きに。 

③男性は犬を飼うことで「スマホに費やす時間」が減少。食生活や整理整頓意識も改善傾向に。 

④「犬を通して新しい友達ができた」人は全体の 48.3％。犬をきっかけに恋人ができた人も！ 
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Q. 犬を「飼う前」と「飼った後」で、あなたの生活や価値観は変化しましたか？ 

（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

犬を飼い始めてから、生活や価値観が変化したかどうか尋ねたところ、「変化した（49.8%）」「やや変

化した（40.2％）」と、9 割が犬を飼うことで生活や価値観が変化したと答えました。 

 

Q. 犬を飼い始めてから、生活リズムにどのような変化がありましたか？（単一回答） 

 

【早寝早起きになった】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平均起床時間の変化：平日 休日】 
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【スマホでゲームや SNS を利用する時間が減った】 

具体的に変化した点について掘り下げると、生活リズムに関しては、6 割近くの人が早寝早起きの生

活になったことがわかりました。それは平均起床時間に顕著に現れており、平日は平均 30 分、休日は

平均 41 分起きる時間が早くなっており、特に 20 代女性では、休日の起床時間が平均 65 分も早く

なっています。犬を飼うことで朝、散歩に行く習慣ができ、起床時間が早くなったものと思われます。休

日の方が、犬を飼う前と後で起床時間に大きな差が出ていることから、ついダラダラと遅くまで寝てしま

いがちな休日の悪習慣が、犬を飼ったことで改善されたと言えるのではないでしょうか。 

また、「スマホでゲームや SNS を利用する時間が減った」と答えた人は全体の約 43％、20 代男

性は特に多く 58％にのぼりました。犬を飼うことで、家にいる時間の使い方にも変化が現れています。 

 

【自炊の頻度が増えた】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自炊の頻度が増えた理由には、下記のような声が寄せられました。 

 

飼い犬も家族。一緒にご飯を食べたい 

・ご飯を一緒に食べたいから（29 歳・男性） 

・家でわんこと同じ時に食事する事が増えたから（30 歳・男性） 

・犬を家に置いてきぼりにできないので、自ずと自炊が増えた（22 歳・男性） 

・一緒にご飯を食べたいから（26 歳・女性） 
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飼い犬の食生活も健康志向に！？ 犬のご飯も「自炊」する 

・犬用に調理してその後ついでに自分のも作るようになった（28 歳・男性） 

・ペットに手作りで安心の料理を作るようになったため（28 歳・女性） 

・犬のご飯をつくるようになった（29 歳・男性） 

・犬が野菜を好んで食べるため、野菜を使う料理をするようになったから（30 歳・女性） 

・食の大切さに気付き、手作りごはんもあげているので（36 歳・女性） 

 

【運動量が増えた】 

食生活の変化については、「自炊の頻度が増えた」と答えた人が、男性は 53.5％（あてはまる[18.5％]、

ややあてはまる[35.0％]）、女性は 39.5％（あてはまる[16.5％]、ややあてはまる[23.0％]）となりま

した。女性と比べ自炊をしない傾向が強い男性が、犬を飼うことで健康的な食生活を意識するように

なったのかもしれません。自炊の頻度が増えた理由に、「犬のご飯も手づくりするから」という声が多

く寄せられたことから、自身だけでなくペットの食事についても健康意識が高まっているようです。 

 食生活と並んで、健康維持において重要な「運動」をする量が増えたかどうかを尋ねたところ、「あて

はまる（29.2％）」、「ややあてはまる（41.5％）」と、全体の 70％以上が「運動量が増えた」と答えて

います。犬の散歩が、飼い主の運動習慣にも良い影響を与えていると言えるのではないでしょうか。 

 

【整理整頓を心がけるようになった】 
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 また、犬を飼う事によって、全体の半数以上の人が「整理整頓を心がけるようになった」という傾

向も判明しました。特に男性は、「あてはまる（19.0％）」「ややあてはまる（42.0％）」と、6 割以上で

整理整頓の意識が高まっています。 

 男性の間で、犬を飼うことで「スマホに費やす時間」「食生活」「整理整頓意識」が特に改善されている結果

をふまえると、彼氏にする男性を選ぶ際、犬を飼っているかどうかを確認するのもいいかもしれません。 

 

Q. 犬を飼い始めてからコミュニケーションに関してどのような変化がありましたか？（単一回答） 
 

【家族間のコミュニケーションが活発になった】【初対面の人と気軽に話せるようになった】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【犬を通して新しい友だちができた】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「犬を通して新しい友達ができた」人からは、下記のようなエピソードが寄せられました。 

 

犬どうしが友達になると飼い主も友達に？ 犬の散歩で仲間ができた 

・散歩中に同じ犬種の飼い主と仲良くなった（26 歳・女性） 

・公園で犬の散歩をしているときに、女性が私の犬に 

「可愛い」と話しかけてきたのがきっかけで仲良くなった（26 歳・男性） 

・お散歩していたら近所の人から声をかけられることが増え、 

犬を飼っている人同士で仲良くなった（29 歳・女性） 

・ドッグランに行って知り合った（34 歳・男性） 

・犬の散歩で友達になって、それから飲み友達になった（38 歳・男性） 
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犬を飼うと出会いに繋がる！？ 犬をきっかけに恋人ができた人も 

・公園で出会い恋人になった（28 歳・男性） 

・今の彼女と散歩中に出会いました（27 歳・男性） 

・友達から男の人を紹介してもらった時にお互い犬を飼っていて、 

共通の話が進み付き合えることになりました。（23 歳・女性） 

 

犬を飼い始めて、人とのコミュニケーションがどのように変化したか尋ねたところ、約 6 割が「家族

間のコミュニケーションが活発になった」と答えました（あてはまる[22.8％]、ややあてはまる

[35.5％]）。犬の世話を一緒にする機会が生まれたことで、家族間での会話やコミュニケーションが増え

たのではないでしょうか。 

また、全体の約 45％が「初対面の人と気軽に話せるようになった」と答えており、犬を通して新

しい友達ができたという人は、全体の 48.3％にのぼります。新しい友達ができたというのは特に 30

代の男性に顕著で、57％にのぼりました。なんと「犬の散歩で出会って、恋人ができた」というエピ

ソードも複数寄せられました！ 「初対面の人と何を話していいかわからない・・・」「恋人がほしいけ

ど出会いがない・・・」という人は、犬を飼うと出会いのきっかけがつかめるかもしれません。 

 

Q. 犬を飼い始めてから、メンタル面に関してどのような変化がありましたか？（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メンタル面の変化については、全体の半数以上が犬を飼い始めてから「ストレスがたまりにくくな

った」と回答（あてはまる[18.0％]、ややあてはまる[35.5％]）。20 代男性はその傾向が特に強く、

63％がストレスがたまりにくくなったと答えています。 

また、犬を飼い始めてから「孤独を感じなくなった」人も多く、特に 30 代女性では 73％が「孤独

を感じなくなった」という結果が出ています（あてはまる[28.0％]、ややあてはまる[45.0％]）。犬を

飼うことは精神面にもポジティブな作用があるのかもしれません。 
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Q. 犬を飼い始めてから、価値観にどのような変化がありましたか？（単一回答） 
 

【ワークライフバランスを重視するようになった】   【経済的な豊かさにこだわらなくなった】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

犬を飼い始めたことで、価値観に変化があったかを調べたところ、全体の 52.6％が「ワークライフ

バランスを重視するようになった」と回答（あてはまる[19.8％]、ややあてはまる[32.8％]）。犬と一

緒にいる時間を大切にしたいという思いから、ワークライフバランスを重視する人が増えたのでしょう

か。 

「経済的な豊かさ」への意識は男女差が大きく、「経済的な豊かさにこだわらなくなった」人は、男

性は 55.5％（あてはまる[18.5％]、ややあてはまる[37.0％]）、女性は 34.0％（あてはまる[18.0％]、

ややあてはまる[16.0％]）という結果となりました。 

 

===================================================== 

【会社概要】 

ペットの健康を考える会社：株式会社 Fanimal（ファニマル） 

 株式会社 Fanimal は、これまで「人の健康」を考えてきた、健康機器メーカー、タニタの前・会長、谷田大

輔とともに「ペットの健康」を考えていく会社として発足しました。“かけがえのない家族”であるペットとの

食や運動を通じた健康、そして楽しみを提案していきます。 

 
■商号  ： 株式会社 Fanimal 
■代表者 ： 代表取締役会長 谷田大輔／代表取締役社長 漆原秀一 
■本社所在地： 〒113-0033 東京都文京区本郷 1-21-5 第 4 太平ビル 6 階 
■設立  ： 2016 年 9 月 
■事業内容： ペットの健康情報サイト、健康管理アプリの企画制作／ペット用品の販売 
■公式サイト：ペットの健康情報サイト Fanimal  https://www.fanimal.jp/ 

 

【Fanimal（ファニマル）総研とは】 

 ペットの健康を考える会社、株式会社 Fanimal が 2017 年に立ち上げた研究機関です。ペットの健康にま

つわる様々な調査・研究を行い発表いたします。 

 

Fanimal 総研(総合研究所)のスタートについて（代表取締役会長 谷田大輔 コメント） 

タニタで人の健康に、長く取り組んできた私がペットの健康にも取り組もうと立ち上げたのが「Fanimal（フ

ァニマル）」です。今回、ペットを取り巻く家族である飼い主さんをはじめとして、生活習慣や社会的な背景

を知るための調査プロジェクト「Fanimal 総研」を立ち上げました。 

この第一回の活動として行なった今回の調査結果では、ペットたちが生活の中に組み込まれた心のコミュニ

ケーションの一員で家族の健康にも大きく関与していると改めて実感することができました！ 

今後この活動を通してペットと飼い主さんの実態と潜在ニーズをきちんと反映したサービスを展開してい

きたいと考えていますのでよろしくお願いします。 
２０１７年６月１9 日 谷田大輔 

【本リリースに関する報道関係からのお問い合わせ先】  
Fanimal（ファニマル）PR 事務局（株式会社オンヨミ内）担当：中嶋 / 漆畑 / 大宮 

TEL: 050-3743-0062（中嶋） e-mail: fanimal-pr@onyomi.jp 

https://www.fanimal.jp/

